
       

  

 

ホーム >> ニュース >> 2013-14年度国際ロータリーのテーマが発表されました 

 

 

 

 4月≪ロータリー雑誌月間≫ 例会プログラム＝タイ国訪問帰国報告  

於：ロワジールホテル旭川 2Ｆ コスモス 

（4月 4日 1031回 富良野 IM 参加例会の記録）           

  

国際ロータリー第 2500 地区第 3 分区 2014-2015 

旭川モーニングロータリークラブ会報   

 第 1032 回例会 Vol.22 No.37 2015.4.16（木）点鐘 AM 7：30 

Morning Rotary Club 

会長：小柳裕子 幹事：嵯城俊明 
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ビジター紹介 小柳 会長 

4月 9日 旭川 RC 2名、旭川西 RC 1名、旭川東 RC 1名 

ニコニコＢＯＸ 福居 親睦委員長          ※ 4月 4日現在 累計 343,690円 
 

メークアップ  

4月 2日 石川千賀男会員・小野寺康充会員・笹川和廣会員（旭川東 RC） 

4月 3日 小野寺康充会員・木村和哉会員・高見一典会員・脇坂慎一会員（旭川 RC） 

4月 6日 林 雅美会員・坂本信一会員（旭川南 RC）、4月 7日 林 雅美会員（旭川西 RC） 
 

出 席 報 告  

 

 

 

 

第 1031回(4月 4日)例会  第 1029回(3月 26日)例会  

 総   員  27名   総   員  27名   

出   席  18名   修 正 出 席  23名   

 出 席 率  66.67％   修正出席率   85.19％   

 

 

 



 

≪ 富良野 IＭ報告 ≫ 

井上雄樹 広報委員 

 

平成２７年４月４日（土）午後２時より、新富良野プリンスホテルにおいて、富良野ロータリー

クラブの主催により、第２５００地区第３分区ＩＭが開催されました。 

全体の登録者数３９６名、参加者数２４２名で、モーニングロータリーからは、１７名が参加し

ました。 

ＩＭテーマは、「ロータリーの架け橋」（米山から始まる人との繋がり）でした。 

奥周盛ガバナー、高田忠尚ＩＭリーダーをはじめとする役員の皆様からのあいさつの後、まず、

米山奨学会理事の渡辺喜代美様から、「米山記念奨学会事業について」と題する基調講演がなされ

ました。 

米山記念奨学会事業の成り立ちについての説明や奨学生の紹介など、パワーポイントで写真や図

を利用してとても分かりやすいプレゼンを行っていただき、米山奨学金の意義をあらためて学ぶこ

とができました。 

次に、米山記念奨学事業を利用して日本に留学した経験をお持ちの韓国韓京大学農学部教授で、 

同大学前総長の崔一信（チェイセン）様の「日本留学と私の人生」と題する講演がありました。 

講演に先立ち三好孝行ＩＭ実行委員長から崔先生の紹介がありました。崔先生はもともと、三好

実行委員長や当時富良野市長であった高田ガバナー補佐と交流があり、数年前にたまたまロータリ

ーバッジをしている三好様を見た崔先生から実は過去に米山奨学生であったという話が出てロー

タリーとの縁があることがわかったとのことでした。 

そのような縁もあり、今回の講演をしていただくことになったとのことです。 

崔先生の講演は、日本留学時代の苦労やその後帰国してから現在に至るまでのご経歴を流暢な日

本語でお話しされ、とてもわかりやすい内容でした。 

講演終了後、奥ガバナーからの講評があり、その後、旭川西ロータリークラブの吉良徹次期ガバ

ナー補佐から、次期に向けたあいさつがありました。 

午後５時４０分から懇親会が開催されました。地元富良野のふらのワインをはじめとしたお酒と

おいしい料理を味わいながら、富良野吹奏楽団の演奏を楽しみ懇親の宴は盛り上がりました。 

最後に、参加者全員が輪になって、「手に手つないで」を合唱し、ＩＭは終了しました。 

バスでの参加者は、バスの車内で２次会が開かれ盛り上がりました。 

（お酒も飲まずに往復のバスの運転をしていただいた高見さんありがとうございました。） 

 

広報委員会：笹川和廣(長) 井上雄樹 佐藤克司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


